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成果概要 ／ 馬場美聡 

 

【学会の概要】 

私は、9 月 5 日～7 日の日程でポーランド・ワルシャワにて開催された 15th RNase H 

Meetingに参加した。参加者は皆、RNase Hというゲノム DNAの複製の過程で取り込ま

れるリボヌクレオチドを除去し、ゲノム DNA の安定化に大きく関わっている酵素につい

ての研究を行っている。本学会は、2 年ごとにヨーロッパ、アメリカ、アジアで開催され

ている。2016年に行われた 14th RNase H Meetingは当研究室の保川教授がオーガナイザ

ーとして、京都大学・楽友会館で開催された。私自身は運営スタッフとして本学会に初め

て参加し、今回は 2回目の参加であった。本学会は RNase H の研究において権威である

米国NIHの Robert Crouchをはじめ、RNase Hに関する最先端の研究を行う専門家が全

世界から集まった。学会はワルシャワの 1820 年代に建築されたポーランドの歴史を感じ

させるスタシツ宮殿にて行われた。3日間で 22演題の発表があり、途中、昼食やコーヒー

ブレイクをはさみながら直前の発表についての議論が盛んに行われていた。発表終了後は、

参加者全員で 2日間夕食をともにし、研究に関する討論はもちろん、他愛ない話に花を咲

かせた。 

 

【発表内容】 

 私は、「Improved GPMA (genome profiling-based mutation assay) using mammalian 

cells」という演題名で発表を行った。ゲノムプロフィリング法による変異原アッセイ法 

(GPMA 法) は大腸菌を化学物質存在下で培養し、大腸菌のゲノム DNA に生じた化学物質

による単変異を検出する方法として、2007 年に確立された方法である。本研究では、既存

の GPMAを大腸菌に代わって、哺乳動物細胞でも使用できるよう改良することを目的とし

た。GPMA 法で哺乳動物細胞を使用できるようになることで、変異原物質のスクリーニン

グ結果を大腸菌を用いた場合よりダイレクトにヒトに反映することが可能になると考えて

いる。私たちは、マウス胎児線維芽細胞株 (NIH3T3) を用いて様々な化学物質に対して

GPMA法を行ったところ、大腸菌を用いて行った GPMA法で得られた結果と良く相関した

ため、哺乳動物細胞を GPMA法で利用可能であることを示した。さらに、当研究室で樹立

された RNase H2ノックアウト NIH3T3 細胞を用いて GPMA法を行った結果も併せて発

表した。本酵素の遺伝子をノックアウトすることで、ゲノム DNA中にリボヌクレオチドが

残り、ゲノム DNAが野生型よりも不安定化し、化学物質に対する感受性に変化がみられる

と考えた。得られたデータは私たちが予測していた結果とは異なる結果を示した。このデ

ータについて、質疑応答時に複数人の研究者と討論を行い、発表後の昼食時に追加実験の

アドバイスをいただくことができた。 

 

 



【発表の成果】 

今回の発表が私にとって、国際学会での初めての口頭発表であった。昨年、米国のシカゴ

で開催された国際学会にてポスター発表を行った。この時、思うように自身の研究につい

て他の研究者に伝えることができず、悔しい思いをしたため、1年間と短い期間ではあった

が、英語を話す練習を行ってきた。その成果もあり、質疑応答では満足できる出来ではな

かったが、昨年と比較するとある程度コミュニケーションをとることができた。しかし、

自身の研究をより正確に伝え、より発展させていくためには、私の英語力では十分でない

という課題が浮き彫りとなった。また、本学会の参加者は、男女比がほぼ 1対 1であった。

日本の学会とは異なり、女性の研究現場での活躍を肌で感じることができた。このことは

自身のこれからの研究活動に対する非常に良い刺激となり、さらに自身のテーマに関する

勉強にもなり、有意義な学会であった。 


